
　

現
在
、教
育
課
程
開
発
室
は
、重
松
副
学
長
、森
本
弘

一
教
授
、松
井
秀
史
客
員
教
授
、棚
橋
尚
子
教
授
、前
田

広
幸
准
教
授
、吉
田
泰
彦
教
務
課
長
、奥
野
好
幸
副
課

長
を
構
成
員
と
し
て
、週
一
回
定
期
的
に
議
論
を
し
て

い
ま
す
。
教
育
課
程
開
発
室
が
関
係
し
て
い
る
い
く

つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

　

こ
の
取
り
組
み
は
、前
副
学
長　

上
野
ひ
ろ
美
教
授
、

前
学
長
補
佐　

小
柳
和
喜
雄
准
教
授
が
構
想
さ
れ
、始
め

ら
れ
た
も
の
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
学
生
が
、七
つ
の

目
標
資
質
能
力
基
準 

【 

知
識
と
実
践
力 

】を
獲
得
す
る

た
め
に
必
要
な
、教
育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
本
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
内
だ
け
の
取

り
組
み
で
し
た
が
、平
成
20
年
度
か
ら
は
多
く
の
教
員
の

参
加
を
募
る
予
定
で
す
。
現
在
の
構
想
で
は
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム・フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ガ
イ
ド
シ
ス

テ
ム
、ラ
ー
ニ
ン
グ
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、授
業
改
善
と
学

生
の
学
習
改
善
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

教
職
実
践
演
習

　

教
職
実
践
演
習
は
、平
成
23
年
度
か
ら
四
回
生
を
対

象
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
目
的
は
、卒
業
ま

で
に
教
師
と
し
て
必
要
な
能
力
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
大
学
で
モ
デ
ル
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
、今
年
度
は
対
応
力
を
中
心
と
し
て
試
行
を

行
い
ま
し
た
。
奈
良
市
立
椿
井
小
学
校
、済
美
小
学
校
、

帯
解
小
学
校
で
、学
生
が
三
週
間
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
実
習
で
は
主
に
教
科
指
導
に
つ
い
て
学
び
ま
す

が
、こ
こ
で
は
学
級
経
営
や
児
童
理
解
、安
全
教
育
、保

護
者
の
対
応
、同
僚
関
係
な
ど
を
学
び
ま
す
。
参
加
し

た
学
生
達
は
、大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
際
の
場
面
で

ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、四
月
か
ら

学
級
担
任
を
持
つ
に
は
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
で
あ

る
か
、な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

■ 

教
員
免
許
更
新
制

　

平
成
21
年
度
か
ら
、35
歳
・
45
歳
・
55
歳
の
教
員
を
対

象
に
、教
員
免
許
更
新
制
が
始
ま
り
ま
す
。
本
学
を
中

心
と
し
て
、奈
良
県
下
の
大
学
の
協
力
を
仰
ぎ
、教
員

免
許
更
新
の
た
め
の
講
習
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

講
習
は
、５
月
以
降
12
月
の
土
曜
・
日
曜
、夏
期
休
業

中
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
内
容
は
、必
修
科
目
と

選
択
科
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
全
部
で
30
時
間
の

講
習
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、科
目
ご
と
に
認
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

奈
良
県
だ
け
で
千
人
程
度
の
受
講
生
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、大
学
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
。
講
師
の
割
り
振
り
や
教
室
の
割
り
当
て
、教

材
の
準
備
な
ど
、考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■ 

そ
の
他
の
取
り
組
み

　

教
育
課
程
開
発
室
の
室
員
は
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、教
職
実
践
演
習
、教
員
免
許
更
新
制

そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
は
、

密
接
な
関
係
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
他
に
は
、教
養
科
目
の
構
成
の
見
直
し
、小
学

校
英
語
導
入
に
対
す
る
対
策
、四
年
間
を
見
通
し
た

教
育
実
習
の
あ
り
方
、近
畿
四
教
育
大
学
の
単
位
互

換
な
ど
を
議
論
し
て
い
ま
す
。
議
論
し
て
方
向
性
が

ま
と
ま
っ
て
き
た
も
の
を
、教
務
委
員
会
、教
育
企
画

委
員
会
等
で
検
討
し
て
い
た
だ
き
、実
施
へ
と
進
め

て
い
ま
す
。

教
育
課
程
開
発
室
の
取
り
組
み

理
事
・
副
学
長
（
教
育
担
当
）　
重
松　

敬
一

　
　
　

学
長
補
佐
（
教
育
課
程
担
当
）・
教
授　
森
本　

弘
一

大学の取り組み

試行「教職実践演習」の受講学生による発表風景

１　学校教育の課題把握 
　教育の目的・歴史、人権、さらには教育や学校に関する
　法令などを理解し、現代的な教育課題を把握できる。 
２　教科・領域に関する基礎的知識と教育実践への具体化 
　学校、中学校の教科内容とその系統性を理解し、教育実
　践に活用することができる。 
３　情報活用能力 
　主な情報機器を利用し、獲得した情報を教育活動に具
　体化できる。 
４　授業力 
４.１　学習設計 
　　学習指導計画立案に関する基本的事項を理解し、児
　　童・生徒の発達段階に応じて作成することができる。 
４.２　学習指導 
　　多様な指導方法を理解し、児童・生徒の発達段階に
　　応じた指導をすることができる。 
４.３　学習評価 
　　多様な評価方法を理解し、児童・生徒の発達段階に
　　応じて用いることができる。 

５　児童・生徒理解と教育実践への具体化 
　児童・生徒の身体的・認知的・情意的発育・発達に関する
　基礎的内容を理解し、教育実践に具体化できる。 
６　学校と地域社会との連携 
　学校の組織的な教育活動や経営活動、地域の教育活動
　などに関わることの重要性を理解し、教育活動に生か
　すことができる。 
７　職能成長 
　教師の仕事や役割、責任を自覚した上で、教師として自
　己成長する意味とその方法を理解し、自ら実践するこ
　とができる。 

７つの目標資質能力基準 【 知識と実践力 】
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